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論文審　査　の　結　果　の　要　旨
ニホンナシの果実肥大は品種によって著しく異なる。この差異が果実肥大に関わる4つの要
素、即ち、、果実の細胞数、果肉細胞の肥大量、光合成生産物の果実への分配の多少、および果
実のシンクカのうちいずれの要素が強く関係しているかを生理学的および生化学的に究明した。
1．′　成熟時期が異なるニホンナシにおける同化産物分配の品種間差異
し成熟時期が異なる3品橡、‘新水’（早生種）、‘幸水’（中生種）、および‘新雪’（晩生種）を供
試し、光合成産物の果実への分配、果琴肥大との関係を調査した。早生品種においては光合成
産物のソース側（短果枝葉）の能力が果実生長に強くかかわり、果実肥大の著しい晩生品種では
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ソース側から長期にわたり光合成産物を果実に転流し、細胞分裂期間を長くしていた。
2．ニホンナシ果実の大きさの品種間差異と細胞分裂および細胞肥大との関係
ニホンナシ46品種および3種の野生ナシ（ニホンヤマナシ、豊富梨、マンシュウマメナシ）の
果実について、受粉前後の細胞数、収穫時の果実径、細胞径および細胞数を調査し、ニホシナ
シの果実の大きさと細胞分裂、および細胞肥大との関係について考察したム
収穫期の果実の大きさは、収穫時の細胞径ではなく、受粉後の細胞数および細胞分裂期間の
長短と相関関係が認められた。このことから、ニホンナシの収穫時の果実の大きさは受粉時の
細胞数よりも細胞分裂終了後の細胞数により決定される事が明らかとなった。早生品種に比べ
て晩生品種の果実が大型になる主たろ理由は晩生品種の細胞分裂期間が長く、細胞数が多いこ
とに基づくとみなされた。
3．晩生種ニホンナシにおける短果枝特性、果実生長および同化産物分配の品種間差異
晩生種で収穫期が近く′また短果枝着生や樹勢がよく似ている品種‘愛宕’（1500ｇ）と‘新興’Ｌ
（400～500ｇ）を用いて短果枝および光合成産物の分配が果実生長に及ぼす琴響を調べた。果実が
着生している短果枝果叢葉に】3ＣＯ2を取り込ませ果実への転流の様相を比較したところ、大玉
果実に肥大する‘愛宕’では‘新興’に比べて果実に分配される同化産物量、割合ともに多か
っ．た。さらに両品種のシンクカの差異を調べたところ‘愛宕’果実は強力なシンクカを持ち、
呼吸や果実から他器官への再転流による損失が少ないことが認められた。これらのことから光
合成産物の果実への分配はソース能力ではなくシンク能力の差異によって決定され、これが‘愛
宕’果実を大果に肥大させる大きな要因と考えられた。
4．ニホンナシ晩生品種の果実肥大期における隣接する新梢の役割
果実生長期の新梢からの光合成産物の分配が果実生長と隣接する短果枝の花芽分化に及ぼす
影響を調査するた吟、晩生品種の‘愛宕’と‘新興’を供試した。・徒長枝、発育枝、花流れ枝、
側枝先端部の新梢のいずれも、伸長停止後に隣接する短果枝の果実へ光合成産物を転流させて
おり、果実発育のための重要なソース源として機能していた。また‘愛宕’果実の方がより強
いシンク能力によって多くの光合成産物を蓄積することが明らかになった。
5．果実肥大期の13Ｃ光合成産物の果実への蓄積量は果梗の転流能力よりは果実のシンクカによ
って決まる
果実生長期における果梗へのジベレリン（ＧＡ叫7）処理は、果梗の直径および収穫果の果実径を
著しく増大させる。組織学的に調査するとＧＡ処理は中果皮の細胞径を増大させるものの、そ
の細胞数および果芯径の増大には影響を与えないことが認められた。一方光合成産物の分配を
調査した結果、ＧＡ処理によって果実のシンクカが増大し、これが果実重の増大に影響してい
るとみなされた。またＧＡ処理による果梗の横断面積（ＣＳＡ）の増大は主として師部、木部のＣＳＡ
の増大によるものであることから、果実生長期のＧＡ処理が果実径を増大させる要因は、ＧＡ
処理により中果皮の細胞径の増大と果実シンクカの増大によって光合成産物の果実への蓄積量
が増加するためであることが明らかとなった。
6．ジベレリン（ＧＡ）が果実肥大期の光合成産物の転流および分配に果たす役割
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果実生長初期のＧＡ処理は果実のシンク能を増大させることによって果実の肥大生長を促進
し、収穫果の果実径と果実重を増大させることが明らかとなった。これについてさらに生化学・
的な面から追求するため、光合成産物分配のキー酵素（鍵酵素）やソルビトール代謝に関わる酵素
の活性とＧＡとの関係を調べた。ＧＡ処理は果実肥大中の果芯の細胞壁結合インベルタｐゼ
（Ｉｎｖ・ＣＷ）、果肉中の中性インベルター ゼ（Ｉｎｖ・Ｎ）およびＮＡＤ依存ソルビトー ル脱水素酵素
（ＮＡＤ・ＳＤＨ）活性を増大させた。したがってＧＡはニホンナシの果実生長期の果芯のＩｎｖ・ＣＷ、
果肉のＩｎｖ・ＮおよびＮＡＤ－ＳＤＨ活性を増大させることで果実肥大および光合成産物の蓄積を促
進していると考えられた。ＧＡによるＩｎｖ・ＣＷ、Ｉｎｖ・ＮおよびＭ・ＳＤＨの活性化はニホンナ
シの果実における糖蓄積とシンク活性の決定にきわめて重要な役割を果たしている事が明らか
となった。
以上のようにニホンナシの品種によって果実肥大量が異なる原因は、果実の細胞分裂期間の
長短による細胞数の多少、光合成産物を果実に集積する力であるシンク能力の強弱の2つの要
因が関わアズいることを明らかにした0さらにジベレリン（ＧＡ）が光合成産物の果実への転流と
糖代謝・蓄積に関与することによって果実のシンクカの強弱に関わっていることを示し、これ
まで説明不十分であったニホンナシ果実肥大の品種間差について生理・生化学的に解明した成
果はきわめて大きく、博士論文として十分な価値を有するものと認めた。
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